
一
阪大

樟
蔭
中
・
古
同
生
と
交
流

ウ
ガ
ン
ダ
の
子
ど
も
た

ち
を
支
援
し
、
交
流
を
図

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
る
東
大
阪
市
菱
屋
西
の

樟
蔭
中
・
高
(
楠
野
官
孝

校
号
を
N
貝
べ
テ
ィ

一
,
グ
レ
ー
ス
・
ア
ケ
チ
・

オ
ク
ロ
駐
日
ウ
ガ
ン
ダ
大

使
が
訪
問
し
、
生
徒
に
感

ウ
ガ
ン
ダ
大
使
文
房
具
支
援
に
感
謝

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

生
徒
は
昨
年
、
使
っ
て

い
な
い
文
房
具
を
集
酸

玲
キ
0
分
を
ウ
ガ
ン
ダ
に
送

つ
た
。
さ
ら
に
同
校
で
は
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
コ
ッ
ト
ン
を
使
っ
た
製

品
の
製
造
販
売
を
す
る
ス

マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
社
(
泉

佐
野
市
)
に
委
託
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト
ー
ト
バ

ツ
グ
を
作
り
、
昨
年
度
か

ら
新
入
生
の
補
助
か
ぱ
ん

と
し
、
同
国
の
特
産
品
普

及
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

大
使
は
、
同
校
の
中
学

司

ー
、
2
年
生
計
約
卯
人
を

前
に
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
自
然

な
ど
を
紹
介
。
支
援
に
対

し
て
は
「
感
謝
し
て
い
ま

す
。
コ
ッ
ト
ン
を
通
じ
て

日
本
と
の
紳
を
強
め
た

い
」
と
語
っ
た
。
2
年
生

の
道
盛
鈴
菜
さ
ん
(
玲
)
と

宮
崎
李
さ
ん
(
N
)
は
と
も

三
れ
ま
で
知
ら
な
か

ιつ
た
国
の
人
た
ち
と
知
り

あ
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

苗
一

1

聞

.

も
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

胃
田
栄
】

.

全
焼
民
家
か
ら

性
別
不
明
遺
体

泉
佐
野
・
住
人
か

習
午
前
W
時
弱
分
こ

ろ
、
泉
佐
野
市
泉
ケ
丘
4
、

伏
谷
武
司
さ
ん
(
Ⅶ
)
方
か

ら
出
火
し
、
木
造
2
階
建

て
住
宅
が
ほ
ぽ
全
焼
し

戎
橋
を
き
れ
い
に

和
人
が
清
掃
活
動

本
紙
販
売
店
な
ど

ミ
ナ
ミ
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
・
戎
橋
(
大
阪
市
中
央

区
で
、
周
辺
を
清
掃
す

る
「
戎
橋
丸
洗
い
」
が
円

日
あ
っ
た
。
地
元
の
商
店

主
や
毎
日
新
聞
販
売
店

崗
島
新
聞
舗
」
な
ど
の

企
芙
公
募
の
ポ
ラ
ン
テ

イ
ア
ら
約
和
人
が
参
加
し

た
。
戎
橋
筋
商
店
街
振
興
組

合
が
主
催
。
 
2
0
1
3
年

か
ら
年
2
回
続
け
て
い

る
。
同
組
合
の
中
村
正
美

理
事
長
が
「
戎
橋
は
関
西

国
際
空
港
か
ら
の
観
光
客

の
玄
関
口
。
み
ん
な
で
き

れ
い
に
し
て
、
大
阪
に
来

恥

一

、

が
抽

サ

春

た
。
2
階
か
ら
性
別
不
明

の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。

泉
佐
野
署
に
ょ
る
气

伏
谷
さ
ん
の
妻
登
さ
ん

(
鍵
)
と
連
絡
が
と
れ
て
い

な
い
と
い
い
、
身
元
の
確

認
を
進
め
て
い
る
。
伏
谷

さ
ん
は
み
え
さ
ん
と
2
人

暮
ら
し
で
、
外
出
中
だ
っ

同
署
は
屋
内
か
ら
出

ナ火
し
た
と
み
て
調
べ
て
い

る
。
妥
元
久
美
三

ら
れ
る
お
客
様
を
気
持
ち

あ
い
さ
つ
し
た
。

去
加
者
は
橋
の
路
面
を

プ
ラ
シ
で
こ
す
っ
た
り
、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ガ
ム
を

へ
一
プ
で
こ
そ
げ
落
と
し
た

り
し
た
。
午
前
8
時
半
で

ろ
か
ら
約
1
時
閲
丁
寧

に
橋
を
磨
き
上
げ
た
。

近
く
の
会
社
に
勤
め
る

岡
持
亜
紀
さ
ん
(
妬
)
は
、

長
攻
葬
暑
ん
(
四
と
次

釜
籍
さ
ん
(
4
毛
連
れ

て
公
募
に
応
じ
た
。
勇

近
に
で
き
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も

い
い
体
堕
と
話
し
、
2

人
も
欄
干
に
ぞ
う
き
ん
が

け
す
る
な
ど
二
生
懸
命

冨
田
晃
巴

毎

よ
く
お
迎
え
し
た
い
」
と
讐

駐
日
ウ
ガ
ン
ダ
大
使
の
話
を
闘
く
樟
蔭
中
の
生
徒
た
ち

・
東
大
阪
市
菱
屋
西
の
同
校
で

趣

t

紀

一
一
一

黛

混
入
や
無
詔
妻
再
点
検

1
1

が

各
項
具

4
月
7
日
に
投
開
票
さ
れ
た
大
阪
張
選
の
東
成
区
選
挙
区
是
数
§
の

選
挙
結
果
を
巡
り
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
5
月
8
S
Ⅱ
貝
票
の
数
え
直
し

を
行
っ
た
。
公
明
党
現
職
で
立
候
補
し
、
4
票
差
で
落
選
し
た
則
清
ナ
ヲ
ミ
氏

(
認
)
の
異
議
申
し
立
て
に
ょ
る
も
の
で
、
結
果
と
し
て
当
落
の
判
定
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
過
去
に
は
再
点
検
で
実
際
に
当
落
が
入
れ
替
わ
っ
た
事
例

も
あ
る
。
市
選
管
は
ど
の
よ
う
な
点
検
を
し
た
の
か
。
現
場
を
の
ぞ
い
た
。

三

1、
一
一
一
一

熟
・

」
」
リ
ー
、
↑

,

盟

4

ミ

体
島
か
し
て
い
た
P
 
戎
橋
を
磨
き
上
げ
た
「
戎
橋
丸
洗
い
一

8
貝
公
職
選
挙
法
に

^
、
、
、
^
,
リ
^
か
ら

基
づ
責
東
成
区
民
セ
ン

タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
で
、
東

成
区
選
挙
区
の
投
票
用
紙

乳
鳶
鳩
ゞ

ヂ

烈
5
、
以

四
5
、
悉

捻

ヨ

冒
辱
敏
琶

の
再
点
検
だ
付
わ
れ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
区
民
か

ら
投
票
さ
れ
、
区
選
管
に

保
管
さ
れ
て
い
た
3
万
4

3
7
1
票
。
封
印
さ
れ
た

白
い
段
ポ
ー
ル
箱
を
開
封

す
る
と
、
候
補
者
の
有
効

票
こ
と
に
束
に
な
っ
た
投

票
用
紙
が
現
れ
た
。
そ
れ

を
市
職
員
約
即
人
が
手
分

け
し
て
、
 
1
票
1
票
チ
エ

ツ
ク
し
て
い
く
。

確
認
す
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
有
効
票
の
束
に
他
の

候
補
者
の
名
前
が
混
入

し
て
い
な
い
か
、
無
効
票

の
中
に
有
効
と
す
べ
き
票

が
な
い
か
の
2
点
。
少
し

で
も
疑
問
が
残
る
票
に

つ
い
て
は
、
コ
ピ
ー
を
と

り
、
後
日
扱
い
を
審
議
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

{
J
乢

る
。
大
ホ
ー
ル
に
は
、
最
下

P

位
当
選
し
た
大
阪
維
新
の

会
新
人
の
海
老
沢
由
紀
市

議
(
妬
)
も
支
援
者
ら
と
と

も
に
駆
け
つ
け
様
子
を
見

守
っ
た
。
海
老
沢
市
議
は

歪
確
に
数
え
直
し
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
話
す
。
結
果
次
第
で
失

職
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
「
も
う
議

員
任
期
は
始
ま
っ
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
仕
事
を

し
な
が
ら
待
つ
し
か
な

い
」
と
答
え
た
。

再
点
検
は
約
3
時
間
で

終
了
。
候
補
者
以
外
の
名

前
が
書
か
れ
た
票
な
ど
9

1
9
票
が
コ
ピ
ー
。
そ
の

後
玲
日
に
開
か
れ
た
市

選
管
の
会
議
で
ご
九
市
議

ら
か
ら
な
る
選
管
委
員
が

票
の
コ
ピ
ー
を
確
認
。

効
か
無
効
か
を
判
断
し
て

し
ナ
市
選
管
は
Π
貝
再
点

検
の
結
果
を
公
表
。
則
清

氏
と
海
老
沢
氏
の
有
効
得

票
の
中
に
無
効
票
が
あ
る

な
ど
と
し
て
、
と
も
に
ー

票
ず
つ
減
ら
さ
れ
た
が
、

当
落
の
結
果
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

の
嘉
活
動

・
大
阪
市
中
央
区
で

、゛
゛

女
性
の

市
選
管
の
再
点
検
結
果
広
立
高
容
疑

に
不
服
で
あ
れ
ぱ
、
府
選

管
や
大
阪
高
裁
に
訴
え
る
買
い
如

こ
と
も
で
き
る
。
 
2
0
1
 
元
を
撮
影

7
年
Ⅱ
月
に
行
わ
れ
た
東
曽
根
崎
署

京
都
葛
飾
区
議
選
で
峡
貝
塚
南
豪

1
票
差
で
落
選
し
た
候
補
良
介
容
疑

が
票
の
再
点
検
を
申
し
出
田
市
西
玄

て
、
都
選
管
の
裁
定
に
ょ
惑
防
止
無

り
当
落
が
逆
転
す
る
ケ
ー
い
な
一
言
動

ス
が
あ
っ
た
。
則
清
氏
は
し
た
と
髪

市
選
管
の
判
断
に
つ
い
て
を
認
め
工

霜
果
を
厳
粛
に
受
け
止
逮
捕
賓

め
る
。
し
か
し
、
確
定
得
 
5
時
舗
分

票
数
が
変
動
し
た
こ
と
か
北
区
の
「
一

旦
定
の
意
義
は
あ
っ
た
ラ
マ
ル
チ

と
思
っ
。
選
管
や
支
援
者
皿
の
1
一

に
感
謝
し
ま
す
」
と
コ
メ
機
能
付
さ

レ
ー
ヤ
ー

ン
ト
し
た
。

大
阪
市
で
票
の
再
点
検
に
向
け
た

が
行
わ
れ
た
の
は
俳
年
以
崎
署
に
よ

来
畢
ぶ
り
。
前
回
は
疑
者
は
動

再
点
検
に
ょ
り
、
最
下
位
が
ら
女
性

当
選
者
と
次
点
と
の
差
が
分
閲
握

8
か
ら
5
票
差
に
縮
ま
っ
つ
た
別
の

た
と
い
う
。
4
月
の
統
一
が
寺
田
谷

地
方
選
で
は
、
岸
和
田
市
け
て
署
に

や
寝
屋
川
市
の
両
市
議
選
い
う
。
毒

で
も
異
議
申
し
立
て
が
行
い
物
に
来

わ
れ
て
お
り
、
両
市
選
管
女
性
を
見

は
再
点
検
を
検
討
し
て
い
影
し
た
」
・

と
い
う
。
一

る
。

上

;

十

投
票
用
紙
を
1
枚
1
枚
確
認
す
る
市
職
員
b

・
大
阪
棗
成
区
の
区
民
セ
ン
タ
ー
で

戸

1
候
禰

漉
為
遜
、
,

゛
}
 
t
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〔第3種郵便物認可〕

祭り通して平和を吉える
26B・能勢ライブや映画など

祭りを通して平和を考えようと、rp

EAC'E MARKET (ピースマー

ケット)・のせ」(同実行委員会主催)

が26日午前10時~午後3時半、能勢町

宿野の「浄るりシアター」で開かれる

=写真は昨年の様子、同実行委提供。

舮紺

新日

「平和は対話から、武器を捨てて手

をつなごう」、と呼びかけヌ今年で4回

目。フリーマーケットやライブなど

の各種イベントを実施。ホールでは午

前Ⅱ時半~、映画「カレーライスをー

から作る」 aoo0円)を上映。午後1

時半~、探検家・人類学者・外科医で

当落結果変わらず確定得票数変動には意義,

'「.

^2E 壷m

2019年冷和元年)5月20日(月)

武蔵野美術大学教授の関野吉晴さん

が講演する(1500円)。共通券は2000

円。

無料駐車場あり。能勢電鉄山下駅発

の路線バスで能勢町役場前下車。問い

、合わせは、同実行委員会(072・741'・

【山本夏美代】9606) 6

紫外線洗濯熱中症
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